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はじめに 

 

 

葉山町は、青い海と緑豊かな丘陵に囲まれた首都圏近郊の温暖な地として親しま

れ、御用邸の町、或いは保養地として広く知られ発展してきました。 

    町の美しい海辺や自然豊かな山並みを未来へ継承するため、自然環境の保全を推

進していく必要があります。 

    現在、別荘や保養所が減少し、住宅地などに転換されるなか、生活環境も大きく

変化し、身近なゴミから地球環境まで様々な問題が発生しています。 

こうした現状を踏まえ、資源やエネルギーを有効利用し、リサイクルを中心とし

た自然と共生する循環型社会への実現に向けた取組みが重要と考えております。 

    町では、平成 13 年３月に条例で掲げる基本理念を実現するため、望ましい環境

像を「地球上の人々と協調・共生をはかり、豊かな自然に囲まれた中で安全で快適

な生活を実現するまち」として葉山町環境基本計画を策定し、環境保全に取り組ん

できましたが、近年の環境の変化に対応するため、時代に即した計画内容として改

定を行いました。 

今後も引き続き町民、事業者、滞在者、町が一体となり協働を進め、緑地の保全

再生による社会的価値の向上、ゴミの資源化・減量化による「ゼロ・ウェイストへ

の挑戦」、外来生物対策による生物多様性の保全など様々な環境活動を推進し、残

された自然環境・自然の恵みを共有しながら、自然環境を守り育て、自然と共存す

るための町づくりを進めてまいりますので、皆様方のご支援ご協力をお願い申し上

げます。 

最後に、本計画の策定にあたりまして、葉山町環境審議会委員の皆様を始め、多

くの方々に貴重なご意見、ご指導をいただきましたことに感謝を申し上げ、葉山の

自然を多くの方々に知っていただき、環境問題に取り組む機会となればと願ってお

ります。 

 

 

 

      平成 23 年３月 

 

葉山町長 山梨 崇仁 
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第１章 環境基本計画の基本的事項 

１．計画の目的と位置付け 

 本計画は、「葉山町環境基本条例」（平成 11（1999）年４月９日条例第６号）の第３

条に掲げる基本理念の実現に向けて、目標とする将来像の実現のために、どのような取組

みを進めていくかという方針を定めるためのもので、葉山町の豊かな自然環境及び良好な

環境の保全に関する最も基本となる計画です。 

計画期間は令和４（2022）年度から令和 12（2030）年度までとしますが、基礎的

条件である環境や社会経済情勢の変化に対応し、適宜見直しを図るなど柔軟に対応します。 

 本計画は、町の上位計画である「葉山町総合計画」に掲げた施策の方針について、環境

面から具体化するもので、町の自然・社会環境の特性、まちづくりの方向性を十分考慮し

ながら、様々な環境問題に対する取組みを効果的かつ効率的に進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉山町第４次総合計画 

環境分野等の個別計画（抜粋） 
 

・都市計画マスタープラン ・景観計画 

・緑の基本計画      ・一般廃棄物処理基本計画 

・地球温暖化対策実行計画 ・森林整備計画  など 

葉

山

町

環

境

基

本

条

例 

連携 

葉山町環境基本条例第３条の基本理念 

・環境の保全及び創造は、町民が健全で恵み豊かな生活を営む上で必要となる良好 

な環境を確保するとともに、これを将来の世代へ継承していくことを目的として 

行われなければならない。 

・環境の保全及び創造は、町、事業者及び町民がそれぞれの責務を自覚して、公平

な役割分担の下に行われなければならない。 

・環境の保全及び創造は、地球的規模の環境問題を町、事業者及び町民が自らの課

題と認識し、それぞれの事業活動及び日常生活において、積極的な取組によって

行われなければならない。 
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２．計画の対象範囲 

 本計画で対象とする範囲は、次のとおりです。 

  

環境分野等の個別計画（抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ処理基本計画     生活排水処理基本計画      緑の基本計画       温暖化対策実行計画 

          景観計画       都市計画マスタープラン     森林整備計画 
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３．環境を取り巻く主な動向 

（１）パリ協定の採択 

平成 27（2015）年 12 月に第 21 回締約国会議（COP21）においてパリ協定が採

択されました。パリ協定の目標は「世界の平均気温の上昇を産業革命以前に比べて２℃

未満に保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求する」とされています。これを受けて

我が国は平成 28（2016）年５月に「地球温暖化対策計画」を閣議決定し、また、令

和２（2020）年 10 月には 2050 年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指すこ

とを宣言しました。この目標達成に向けて、国や自治体を挙げた取組みの推進が必要と

されています。 

 

（２）持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals） 

持続可能な開発目標（SDGs）は、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採択さ

れた「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された、令和 12（2030）

年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 のゴールと 169 のター

ゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」こと

を誓っています。 
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SDGs の各ゴールと本計画に関連する取組みについて、次のとおり整理しています。 

SDGs のゴール 本計画に関連する取組み※ 

 

飢餓をゼロに 

 

フードロス、食品ロスの減少 4 

質の高い教育をみんな

に 

 

環境教育の推進 5 

安全な水とトイレを世

界中に 

公共下水道整備の推進 3 

合併処理浄化槽の普及促進 3 

エネルギーをみんなに

そしてクリーンに 

 

再生可能エネルギーの導入促進 1 

産業と技術革新の基盤

をつくろう 

ライフスタイルへの転換等による脱炭素への配慮１ 

災害に強く自然と共生した土地利用３ 

住み続けられるまちづ

くりを 

生活環境の保全による公害発生の防止 3 

ごみ・資源の適正な処理による生活環境の維持 4 

周辺環境に配慮されたまちづくり５ 

 

つくる責任つかう責任 
脱炭素型のライフスタイルの推進 1 

ゼロ・ウェイストの推進 4 

気候変動に具体的な対

策を 

省エネルギーの徹底による温室効果ガスの削減 1 

緑の保全による保水機能の維持 2 

 

海の豊かさを守ろう 
マイクロプラスチック等による海洋汚染の防止 2 

はやまクリーンプログラムの推進 4 

 

陸の豊かさを守ろう 

森林の保全と育成 2 

海岸・河川などの水辺地の保全 2 

動植物・生態系の保全 2 

パートナーシップで目

標を 

 

町民・事業者・関係自治体との取組みと協働 5 

※基本施策の番号は、関連する基本目標を表しています。 

１：脱炭素、２：海と山のいのち、３：くらし、４：資源・ごみ、５：学びあいと協働 

（３）はやま気候非常事態宣言 

近年、環境問題は日常生活から地球規模の問題まで広範囲に及んでいます。特に気候

変動については世界で様々な異常気象が観測され、猛暑や干ばつ、台風の巨大化等によ

る甚大な被害が発生し、もはや気候変動ではなく気候危機であるとさえ言われています。 

町は、青い海と緑豊かな丘陵に囲まれた首都圏の温暖な地として親しまれ、御用邸の
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町あるいは保養地として広く知られ発展してきました。 

そうした背景から、これまで町の美しい海辺や、自然豊かな山並みを未来へ継承する

ための取組みを進めてきました。しかし、地球温暖化に起因する気候変動が本町にとっ

ても著しい脅威となっていることをあらためて認識し、全町一丸となって気候非常事態

に取り組んでいくため、令和 3（2021）年 3 月 18 日に「はやま気候非常事態宣言」

を表明しました。2050 年という先の目標ではあるものの、今から何を実行すべきか決

断が迫られており、その一歩目が「はやま気候非常事態宣言」です。 

４．計画の実施主体 

本計画では、町に関わる全ての人（町・町民・事業者・滞在者）が危機を共有するとと

もに、実施主体として次の役割を果たしていく必要があります。 

町 環境を保全するための中心的な役割を担い、各主体や行政に関わる諸機関、

町議会等と協働・連携をしつつ、持続可能な社会や脱炭素社会の実現に向けて、

町の環境の状況に応じた施策を策定し、実施します。 

また、広域的な取組みについては、国や近隣自治体と連携を図り、協力に努

めます。 

町民 日常生活の中で、持続可能な社会や脱炭素社会の実現に向け、環境に配慮し

た暮らしを実践するとともに、町の環境保全に関する施策に対して、積極的に

参加・協力します。 

事業者 自らの事業活動が環境に負荷を与えること十分認識し、公害発生の防止など

環境への配慮に最大の努力を払うとともに、持続可能な社会や脱炭素社会の実

現に向け、町の施策に積極的に協力します。 

滞在者 葉山町の町民・事業者・町の環境への取組みを尊重し、滞在期間中これに積

極的に協力します。 

 

５．葉山町の環境の現状 

 町を取り巻く環境の現状は、毎年度発行している町の環境状況報告書「はやまの環境」

に記載します。この報告書は環境基本条例第 10 条に規定された「環境の状況及び環境基

本計画に基づき実施された施策の状況等を明らかにした報告書」として位置づけて、公表

しています。 

「はやま気候非常事態宣言」で示した５つのアクション 

１．町民や事業者へ再生可能エネルギーの利用や省エネルギーの推進について周知・

啓発をします。 

２．2050 年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることを目指します。 

３．ゼロ・ウェイスト社会の実現を目指し、４R の徹底を図るなど、様々なごみの減

量・資源化策を推進します。 

４．プラごみゼロを目指す「はやまクリーンプログラム」の取り組みを推進します。 

５．海や里山などを守り、本町の豊かな自然環境を未来へ継承します。 
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葉山町の海と山 
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第２章 望ましい環境像と基本目標 

１．望ましい環境像 

町の環境は、首都圏近郊にありながら、相模湾に面し、富士山や箱根の山々を眺望できる

美しい海岸線をもつ海と、緑豊かな丘陵地に囲まれた自然環境を有しております。 

この恵まれた環境により、人々の交流が生まれ、地域社会の交流、世代間の交流等々、さ

まざまな交流の場がひろがり、文化・芸術活動や生涯学習活動・コミュニティ活動などが生

まれています。 

しかしながら、近年の生活スタイルは、大量生産・大量消費をもたらし、環境へ大きな負

荷を与え、頻発する異常気象による災害など重大な環境問題へと広がり、パリ協定や SDGs

などに向けて地球規模での取組みが求められています。 

このため、私たちは良好な葉山の環境を保全し、次世代に継承するため、町の将来を担う

中学生に環境に関するアンケートを実施しました。そのアンケートで出た意見を踏まえ、持

続可能な社会や脱炭素社会の実現に向け、気候非常事態や地球温暖化対策、リサイクル・廃

棄物問題、海・里山の保全等への対応を推進し、私たちの環境に関わる問題解決に向けて、

町民・事業者・町が環境問題の重要さを再認識することで、安全で快適な生活を実現できる

ように“望ましい環境像”を次のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森戸海岸上空から見た町並み 

地球上の人々と共生する持続可能な社会に向けて、 

豊かな自然と調和した安全で快適な生活を実現するまち 
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２．基本目標 

町の望ましい環境像を実現するため、地球環境へ配慮し、環境問題に取り組んでいくた

めの視点として、「脱炭素」、「海と山のいのち」、「くらし」、「資源・ごみ」、「学びあいと協

働」に基づいて次の基本目標を掲げ、施策を推進します。 

 

基本目標 1 

脱炭素 

「はやま気候非常事態宣言」アクション２に示したとおり、2050 年までに脱炭素社会を

実現するために、省エネルギーの徹底と再生可能エネルギーの導入を積極的に推進します。 

 

基本目標２ 
海と山の  人と自然が調和する健全な自然環境の保全 
いのち 

町の青い海や緑豊かな里山など美しい自然がもつ様々な機能や役割を未来へ引き継ぐた

め、緑・水辺の整備等を通じて適切な保全と活用を推進します。 

 

基本目標３  健康に暮らせる良好な生活環境の保全と、 

くらし    潤いと安らぎのある快適な環境づくり 

気候変動により大規模化する風水害に備え、町民の生活環境を守り危険を未然に防ぐため

に自然と共生する土地利用や、「都市・生活型公害」の発生防止等の対応を通じて、潤いと

安らぎを感じることのできる快適な環境づくりを推進します。 

 

基本目標４ 

資源・ごみ 

町は「葉山町ゼロ・ウェイストへの挑戦」を掲げ、循環型社会の形成に向けて取り組んで

おり、町民の理解と協力、環境意識の高さから町の資源化率は約 50％と全国的に見ても非

常に高い水準にあります。今後も環境への負荷を軽減するため資源を有効かつ効率的に利用

する対策など循環型のまちづくりを推進します。 

 

基本目標５ 
学びあいと 様々な主体が学びあい、協働で進める環境保全 

協働 

環境の保全と創造に向けて、町民・事業者・町が様々な活動の場において環境について学

びあい、環境に配慮した取組みを協働で推進します。 

 

 

 

脱炭素社会の実現に向け省エネ・再エネに取り組むまちづくり 

 

ゼロ・ウェイスト社会を目指す循環型のまちづくり 
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第４章 計画の推進 

１．計画の推進体制 

望ましい環境像を実現するためには、推進主体である町民、事業者、滞在者、町（行政）

がそれぞれの立場で関わり、環境保全活動を実施することが重要です。 

また、環境問題の解決に向けた施策の実施については、町の財政状況や他の施策・計画

の状況を考慮し、４者による協働と連携により、持続可能な活動の推進を図っていく必要

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画実施の推進体制 
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２．計画の進行管理 

本計画では、各施策の進捗状況を点検・評価することにより、計画の進行管理を行いま

す。 

実施方法については、「PDCA サイクル」を基本とし、点検・評価を行い、総合計画と

の調整を図ることとします。 

また、本計画による関連事業の内容について行政評価による改善見直しを繰り返し、関

係各課と連絡調整を行い、進捗状況を環境審議会へ報告するなど、広報等により町民へ公

開していく仕組みづくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

計画実施の進行管理 
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資料編 

１．葉山町環境基本条例 

 葉山町環境基本条例 (抄 )  

 

私 た ち の ま ち 葉 山 は 、 美 し い 海 と 緑 の 山 々 に 囲 ま れ た 素 晴 ら し い 自 然 環 境 に 恵 ま れ 、 こ こ に 生 活 す

る 人 々 の 参 加 と 努 力 に よ り 、 静 か な た た ず ま い の ま ち 及 び 快 適 な 保 養 地 と し て 今 日 に 至 っ て い る 。  

今 を 生 き る 私 た ち は 、 良 好 な 環 境 の 下 で 、 安 全 か つ 快 適 な 生 活 を 営 む 権 利 を 有 す る と と も に 、 先 人

か ら 受 け 継 い だ 恵 み 豊 か な 環 境 を 次 の 世 代 に 引 き 継 ぐ こ と が で き る よ う に 環 境 を 保 全 す る 責 務 を 担 っ

て い る 。  

そ こ で 、 私 た ち す べ て の 共 有 財 産 で あ る 環 境 の 保 全 に 取 り 組 み 、 今 あ る 環 境 を 損 な う こ と な く 、 美

し い 自 然 と 住 み 良 い 郷 土 を 守 る た め 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に つ い て 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 町 、 事 業 者 、 町 民 及 び

滞 在 者 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め

る こ と に よ り 、 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 現 在 及 び 将

来 の 町 民 の 健 康 で 安 全 か つ 文 化 的 な 生 活 の 確 保 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 基 本 理 念 ）  

第 ３ 条  環 境 の 保 全 及 び 創 造 は 、 町 民 が 健 全 で 恵 み 豊 か な 生 活 を 営 む 上 で 必 要 と な る 良 好 な 環 境 を 確

保 す る と と も に 、 こ れ を 将 来 の 世 代 へ 継 承 し て い く こ と を 目 的 と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。  

２  環 境 の 保 全 及 び 創 造 は 、 町 、 事 業 者 及 び 町 民 が そ れ ぞ れ の 責 務 を 自 覚 し て 、 公 平 な 役 割 分 担 の 下

に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。  

３  環 境 の 保 全 及 び 創 造 は 、 地 球 的 規 模 の 環 境 問 題 を 町 、 事 業 者 及 び 町 民 が 自 ら の 課 題 と 認 識 し 、 そ

れ ぞ れ の 事 業 活 動 及 び 日 常 生 活 に お い て 、 積 極 的 な 取 組 に よ っ て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。  

（ 環 境 基 本 計 画 ）  

第 ９ 条  町 長 は 、 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 環 境 の 保

全 及 び 創 造 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 「 環 境 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

２  環 境 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

（ １ ）  環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 総 合 的 か つ 長 期 的 な 目 標 及 び 施 策 の 方 向  

（ ２ ）  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 環 境 の 保 全 及 び 創 造 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る

た め に 必 要 な 事 項  

３  町 長 は 、 環 境 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 事 業 者 及 び 町 民 の 意 見 を 聴 く た め に 必 要 な 措 置 を

講 ず る と と も に 、 葉 山 町 環 境 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

４  町 長 は 、 環 境 基 本 計 画 を 定 め た と き は 、 速 や か に こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 は 、 環 境 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 報 告 書 の 作 成 等 ）  

第 1 0 条  町 長 は 、 環 境 の 状 況 、 環 境 基 本 計 画 に 基 づ き 実 施 さ れ た 施 策 の 状 況 等 を 明 ら か に し た 報 告

書 を 定 期 的 に 作 成 し 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

 

 

 

平 成 1 1 年 ４ 月 ９ 日  

葉 山 町 条 例 第 ６ 号  
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２．葉山町環境基本計画の改定経過 

環境審議会等の検討経過 

令和元年度 

７月  １日 

１月１６日 

審議会委員委嘱 

第２回環境審議会「環境基本計画の改定について（諮問）」 

令和２年度 

 新型コロナウィルス感染症の影響により未開催 

令和３年度 

６月１７日～ 

７月２０日 

７月  １日 

８月１９日 

１０月２１日 

１２月２０日 

１月  日～ 

２月  日 

３月  日 

３月下旬 

中学生へ環境に関するアンケートの実施 

審議会委員委嘱 

第１回環境審議会 

第２回環境審議会 

第３回環境審議会 

パブリックコメントの実施 

第４回環境審議会「答申」 

葉山町環境基本計画改定 

 

３．環境審議会 

（１）葉山町環境審議会委員名簿 

役 職 氏 名 現 職 等 備 考 

会長 原科 幸彦 千葉商科大学学長 学識経験を有するもの 

 錦澤 滋雄 東京工業大学准教授 学識経験を有するもの 

 矢板 千英子 
県横須賀三浦地域県政総合センター 

環境部長 
行政機関の職員 

 三井 修 
二子山山系自然保護協議会 

副理事長 その他町長が認める者 

(町民代表者) 
 相馬 立夫 建築設計事務所代表 

副会長 加藤 清 葉山町商工会理事 
その他町長が認める者 

(商工業関係者) 

 石井 春夫 葉山野菜の会会長 
その他町長が認める者 

(農業関係者) 

 角田 正美 
葉山町漁業協同組合 

代表理事組合長 

その他町長が認める者 

(漁業関係者) 

任期：令和３年７月１日～令和５年６月 30 日 
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（２）諮問書 

 

葉環 第 417 号 

令和２年１月 16 日 

    

葉山町環境審議会 

会長 原科 幸彦 様 

葉山町長 山梨 崇仁 

 

葉山町環境基本計画の改定について（諮問） 

 

葉山町環境審議会規則第２条の規定により、次の事項について貴審議会の意見を求め

ます。 

 

１ 環境基本計画の策定及び変更に関すること。         

２ 環境の保全及び創造に関する重要事項 

 

 

（３）答申書  
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（４）関連制度 

（条例） 

・葉山町汚水処理場の設置及び管理に関する条例（ 昭和 58 年条例第 12 号 ） 

・葉山町都市公園条例（ 昭和 60 年条例第２号 ） 

・ふるさと葉山みどり基金条例（ 昭和 63 年条例第７号） 

・葉山町廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例（ 平成７年第 14 号 ） 

・葉山町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（ 平成８年条例第８号 ） 

・葉山町土地埋立て等の規制に関する条例（ 平成 10 年条例第 14 号 ） 

・葉山町環境基本条例（ 平成 11 年条例第６号 ） 

・葉山町の美化促進に関する条例（ 平成 12 年条例第 15 号 ） 

・葉山町まちづくり条例（ 平成 14 年条例第 17 号 ） 

・安全で快適な葉山海水浴場の確保に関する条例（ 平成 22 年条例第５号 ） 

・葉山町風致地区条例（ 平成 26 年条例第 19 号 ） 

 

（規則） 

 ・葉山町環境審議会規則（ 平成 11 年規則第 23 号 ） 
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４．環境に関するアンケート 

実施期間：令和３年６月 17 日（木）～７月 20 日（火） 

 対 象 ：町立中学校２校 全学年全クラス 

 回答総数：726 

 アンケートは全学年全クラスで実施し、回答数 726 件、回答率は 92.4％でした。 

 アンケートをどのように実施するかは各学校にお任せしました。 

 葉山中ではクラスの状況に合わせて、授業やホームルーム等の時間で取り組んでいた

だき、南郷中では社会科の授業の一環として取り組んでいただきました。設問は次のと

おりです。 

 

設問一覧 

①地球温暖化のこと 

地球の平均気温が徐々にあがっています。これを地球温暖化といいます。 

地球温暖化によって世界中で異常気象がおきていると言われていて、最近では台風や大

雨などによる災害や北極の氷が減るなど、さまざまな問題がおきています。 

地球温暖化について、感じていることを教えてください。（何か意見があれば「その他」

に入力してください） 

□問題だと感じている □知っているが、特に問題だと感じてはいない □知らない 

□その他（自由入力） 

 

②ごみのこと 

 食べ残しや、まだ使える物がたくさん捨てられ、世界中でごみが増えています。 

このままでは、いつか地球がごみでいっぱいになるかもしれません。 

ごみについて、感じていることを教えてください。（何か意見があれば「その他」に入力

してください） 

□問題だと感じている □知っているが、特に問題だと感じてはいない □知らない 

□その他（自由入力） 

 

③自然のこと 

海や山、川などの自然やたくさんの生き物はお互いに関わりあって存在しています。 

自然が失われると、たくさんの生き物が絶滅してしまうかもしれません。 

海・山・川・生き物などについて、感じていることを教えてください。（何か意見があれ

ば「その他」に入力してください） 

□自然や生き物が少なくなってきていると感じる □特に何も感じていない 

□その他（自由入力） 

 

④あなたが町の中でよく遊んでいるところ、行っているところはどこですか？ 

 ※過去（小学生のころなど）によく遊んでいたところでもかまいません。（複数入力可） 

 □海 □川 □山 □公園 □学校・図書館 □児童館・町内会館 □その他（自由入

力） 
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⑤あなたが葉山町の環境で好きなところ、１０年後も残したいと思う環境はどんなとこ

ろですか？理由も含めて教えてください。 

※場所、物、風景などでもかまいません。 

 

⑥あなたが葉山町の環境で嫌いなところ、改善したいところはどんなところですか？理

由も含めて教えてください。 

 ※自然環境だけでなく、生活環境などでもかまいません。 

 

⑦あなたが環境のためにしていること、心がけていることがありますか？理由も含めて

教えてください。 

 ※やっている事、やりたい事などでもかまいません。 

 

⑧あなたが環境を守るため、葉山町に協力してほしいことは何ですか？理由も含めて教

えてください。 

 ※アイデアでもかまいません。 

 

⑨あなたが葉山町の環境について、詳しく知りたいことや場所はありますか？理由も含

めて教えてください。 



 

 

 

衛星写真から見る葉山町周辺 

衛星写真から見る葉山町 
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